
　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ

り
同
窓
会
の
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て

ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ

１
２
３
名
に
ご
入
会
い
た
だ
き
、
同

窓
会
か
ら
記
念
品
を
お
贈
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
卒
業
生
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
入
学
式
が
例
年
よ
り

１
ヶ
月
遅
い
５
月
に
行
わ
れ
、
授
業

は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
在
宅
で
の
授
業
、

ま
た
修
学
旅
行
も
例
年
の
県
外
で
な

く
県
内
で
の
開
催
な
ど
ま
さ
に
コ
ロ

ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
た
３
年
間
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
こ

れ
に
屈
す
る
こ
と
な
く
学
校
生
活
を

立
派
に
過
ご
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
マ
ス
ク
越
し
の
高
校

生
活
で
同
級
生
の
素
顔
さ
え
ほ
と
ん

ど
接
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
こ
と

だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
コ
ロ
ナ
と
の

共
生
の
時
代
に
入
り
、
世
の
中
は
停

滞
か
ら
前
進
の
時
代
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
な
か
、
卒
業
を
機
に
同
級
生
の

繋
が
り
を
よ
り
強
く
し
新
た
な
人
生

へ
と
進
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
が
続
い
て

い
ま
し
た
同
窓
会
総
会
で
す
が
、
本

年
度
は
美
浜
町
支
部
の
皆
様
の
お
世

話
を
い
た
だ
き
７
月
23
日
に
本
格
な

総
会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
諸
兄

に
は
積
極
的
な
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
深
い

ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
、
こ
の
四
月
に
美
方
高

校
か
ら
本
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
百
年
を

超
え
る
本
校
の
学
校
文
化
を
引
き
継

ぎ
、
全
力
で
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
な

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
た
め
、
こ
の
数
年
間
は
様
々
な

教
育
活
動
の
中
止
・
規
模
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
感
染
拡
大
に
は
十
分
警
戒
し

な
が
ら
も
教
育
活
動
を
再
開
さ
せ
る

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
況
と
な
り
、
教

室
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
た
く

さ
ん
の
生
徒
た
ち
の
笑
顔
も
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
最
悪
な
状
況
の

中
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
呼
ば
れ
る

予
測
不
可
能
な
世
の
中
を
迎
え
る
こ

と
も
あ
っ
て
、「
戦
後
最
大
、
明
治
以

来
の
大
改
革
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い

学
習
指
導
要
領
が
、
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
新
指
導
要

領
で
は
、
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
「
知

識
・
技
能
」
の
習
得
に
特
化
す
る
学

び
か
ら
、
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
物

事
を
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、ま
た
、

自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
表
現
で
き

る
か
ど
う
か
を
大
切
に
す
る
学
び
が

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、「
明
日
の
若
狭
を
創
る

の
は
君
た
ち
だ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

地
域
で
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
活
躍

す
る
人
財
育
成
に
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
若
狭
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
る
た
め
、
新
指
導
要
領

の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
方
々

と
協
働
し
て
、
問
い
を
立
て
、
自
分

た
ち
な
り
の
最
適
解
を
模
索
す
る
力

の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
西
本
　
正
俊

同
窓
会
長
挨
拶

　
金
森
　
　
誠

学
校
長
挨
拶
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令和４年度　協働型産業人材育成プロジェクト事業
「職業系学科の魅力発信プロジェクト」紹介

　「職業系学科の魅力発信プロジェクト」は、職業系高校の生徒が、地元企業や地域と連携し、地域の

課題解決や新幹線開業に向けた商品開発等、地域の魅力向上に取り組み、その成果を発信する活動を通

して、将来の地域社会・地域産業を担い発展に寄与する人材を育成するための活動であり、職業系学科

等を設置する県立高校が対象となっています。

　今年度で４年目となる事業であり、本校で実施したプロジェクト７つの内、２つについて紹介します。

１．�特産品を利用した商品やレシピの開発、
� ゆずりは会館での高校生レストラン等の開催【農業・商業】
　地域の子どもたちと関わる食育活動として、子ども食堂について研究し、令和４年６月４日には食育

班がゆずりは会館にて、子どもたちに無料でパンを提供する「若狭東高校土曜日パン屋さん」を開催し

ました。地域の農家や企業に協力していただき、子どもの野菜嫌い克服につながるよう野菜パウダーを

使用したパンやシフォンケーキを考案し提供しました。10月29日には第２弾として子ども秋祭り「チル

フェス」を実施し、校内で栽培した野菜を使用したメニューをふるまいました。生徒たちは、自分たち

の作ったものをおいしそうに食べてくれる子どもたちの姿を間近で見て、大きな達成感を得ていました。

　また、アレルギー対応メニューとして、高浜町特産の杜仲茶を使用したパウンドケーキを考案し、校

内で販売。さらに11月19日開催の高校生レストランでは、特産品や秋が旬の食材をふんだんに使用した

「彩（いろどり）」秋の味覚弁当を販売しました。

　杜仲茶パウンドケーキや弁当のメニューは、プロのアドバイスをもらいながら、納得がいくまで何度

も試作を繰り返し完成させました。お客様に献立の説明をしながら手渡しで弁当を販売し、WEBアンケー

トの結果では、お客様に満足していただけたことが分かり、生徒はやりがいを感じていました。

２．植物育成における環境測定装置の開発と「スマート農業」の研究【工業・農業】
　植物の生育状況について制御ボードにより自動計測させ、その撮影された写真や環境測定データを遠

隔で取得し、「見える化」ができる技術を習得すると共に「スマート農業」の実現を目指しています。

　測定装置へのプログラム開発や測定ボックスへのセンサー取付けについては、株式会社チェンジビジョ

ンに協力していただきながら進めました。正確なデータ取得が行える環境を整えることができ、撮影し

た画像から植物の生育状況をデータ化するプログラムも完成させることができました。

　植物の生育状況の「見える化」と「スマート農業」実現は、各種農業作物の栽培に有効なものである

と考えられるので、今後も継続して研究していきたいと思います。

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り　令和 5 年６月７日 （2）



学科紹介

生活創造科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１．高校生レストラン、お菓子の販売

　百周年記念会館「ゆずりは会館」にて、高校生レストランを行いました。この２年間、コロナウイルス

感染症の影響で、その場でお客様に食べていただくことが難しかったため、お弁当として販売する形式で

行いました。令和５年度からは、以前のように、実際にその場で食べていただける「高校生レストラン」

としてランチを提供していく予定です。またアレルギー対応メニューとして、高浜町特産の杜仲茶を使用

したパウンドケーキを考案し、校内で販売活動を行いました。今後も地元の特産品を取り入れた商品開発

に取り組んでいきたいです。

　２．地域の子どもたちと関わる食育活動
　子ども食堂について研究をし、６月に子どもたちに無料でパンを提供する「若狭東高校土曜日パン屋さん」

を開催しました。地域の農家や企業にも協力していただき、子どもの野菜嫌い克服につながるよう野菜パ

ウダーを使用したパンやシフォンケーキを考案し配布しました。また第２弾として10月に子ども秋祭り「チ

ルフェス（children festival）」では、校内で栽培した野菜を使用したメニューのふるまいとともに、電気・

機械科や地域創造科など、他学科にも子どもたちが楽しめる企画を考えてもらうよう依頼し合同で開催し

ました。当日は60名の子どもたちが学校を訪れ、楽しんでもらうことができました。

地域創造科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１　食品製造設備の充実（食農創造コース）
　食品加工室の設備更新を行い、最新式の電気オーブンやフリーズドライ装置などを導入し

ました。これらの設備を利用して新商品の開発を行っています。農産加工品や農産物は「ゆ

ずりは会館」で販売し、生産から加工、販売までを一貫して学習しています。

　２　平板測量競技と国家資格（地域開発コース）
　北陸３県で行われた農業クラブ全国大会では、平板測量競技に福井県代表として

出場し、優秀賞を獲得しました。また、測量士補や２級土木施工管理技士補の資格

試験では、日ごろの学習成果を発揮し高い合格率を残しました。

　３　地域での活動
　学校行事での農産物や加工品の販売、アブラギリを活用した里山保全活動の紹介、

駅や商店街への実習で生産した草花を利用したプランターの設置など、専門的な学

習を踏まえた地域での活動を充実させています。

　地域創造科では地域活性化にも積極的に取り組み、地域に貢献できる人材を育成して

います。

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り 　令和 5 年６月７日（3）



■■
恩
師
よ
り

恩
師
よ
り
■■

●
山
本　

美
智
子

      

元
国
語
科
教
諭

　

私
は
平

成
六
年
か

ら
十
四
年

間
、
お
世

話
に
な
り

ま
し
た
。

色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

今
振
り
返
っ
て
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
す
る
生
徒
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
と
い
つ
も
温
か
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の

姿
で
す
。

　

本
校
で
の
思
い
出
の
一
つ
は
、
創
立

八
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に
携
わ
っ

た
こ
と
で
す
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
貴

重
な
写
真
や
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
全
教
職
員
の
協
力
を
得
て
、
記
念

誌
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
時
代
や

地
域
社
会
の
変
化
の
影
響
を
受
け
続

け
た
本
校
の
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、

ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
て
も
「
い

か
に
生
徒
を
育
て
る
か
」
に
力
を
注

ぐ
教
職
員
の
熱
意
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
進
学
指

導
室
担
当
時
、
進
路
選
択
の
役
に
立

て
た
ら
と
企
画
し
た
各
種
行
事
で
す
。

特
に
「
卒
業
生
に
よ
る
進
路
ア
ド
バ

イ
ス
会
」。
逞
し
く
成
長
し
た
卒
業
生

の
力
強
い
語
り
か
け
は
私
の
心
に
も

深
く
響
き
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
十
二
年
が
経
ち
、
今
は

家
で
野
菜
や
花
の
栽
培
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
土
も
耕
さ
な
け
れ
ば
す
ぐ

に
カ
チ
コ
チ
に
。
老
化
の
一
途
を
た

ど
る
私
で
す
が
、
体
も
心
も
頭
も
耕

す
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
せ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■■
卒
業
生
よ
り

卒
業
生
よ
り
■■

●
古
谷　

昌
之

       

平
成
４
年　

普
通
科
卒
業

　

古
谷　

倖
也

       

平
成
31
年　

電
子
機
械
科
卒
業

�

古
谷
創
建

　

私
が
若

狭
東
高
校

を
卒
業
し

て
31
年
、

息
子
の
倖

也
は
4
年

が
経
過
し

ま
し
た
。

　

在
校
の
時
の
3
年
間
は
と
て
も
懐

か
し
く
楽
し
か
っ
た
の
を
今
で
も
思

い
出
し
、
当
時
の
友
人
と
会
う
時
に
は

時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
で
す
。

　

ま
た
体
育
祭
や
部
活
動
等
で
の
先

輩
や
後
輩
達
と
の
思
い
出
も
数
多
く

あ
り
、
青
春
時
の
熱
い
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
は
、
卒
業
後
県
外
の
会
社
に
就
職

し
ま
し
た
が
そ
の
後
、
大
工
に
な
り

た
い
と
思
い
小
浜
の
工
務
店
で
15
年

間
見
習
い
を
し
、
37
歳
の
時
に
独
立

し
、
古
谷
創
建
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
在
は
息
子
の
倖
也
と
二
人
で
や
っ

て
い
ま
す
。

　

き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
（
３
Ｋ
）
と

も
い
わ
れ
る
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
が
、

ノ
コ
や
カ
ン
ナ
等
を
使
う
時
、
桧
や

杉
の
木
の
香
り
に
木
造
建
築
の
良
さ

や
必
要
性
を
感
じ
て
や
っ
て
お
り
ま

す
。
真
夏
の
太
陽
の
下
や
冬
場
の
外
仕

事
の
時
等
は
、
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま

す
が
、
高
校
時
代
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

倖
也
は
ラ
ク
ビ
ー
に
鍛
え
ら
れ
た
お

か
げ
で
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
の
今
後
の
発
展
を
願
う
と
共

に
、
県
内
外
で
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
精
出

し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

●
江
戸　

真
一

       

平
成
10
年　

電
気
科
卒

　
　

前
田
設
備
工
業　

株
式
会
社

　

私
は
電

気
に
興
味

が
あ
り
、

本
校
で
電

気
の
基
本

を
学
び
得

ま
し
た
。
在
学
中
は
先
生
の
勧
め
も

あ
り
、
第
二
種
電
気
工
事
士
等
成
長

の
糧
と
な
る
機
会
を
頂
い
た
こ
と
で

資
格
を
取
得
し
、
ス
キ
ル
の
獲
得
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
今
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
更
に
部
活
動
で
は
三
年
間

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り　令和 5 年６月７日 （4）

業 寄生 稿



弓
道
部
に
所
属
し
、
良
き
先
輩
や
後

輩
に
出
会
い
社
会
の
礼
儀
や
メ
ン
タ

ル
面
を
養
う
な
ど
経
営
者
と
し
て
関

係
性
構
築
の
強
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
電
気
工
事
の
会
社
へ
就

職
し
、
建
設
業
に
足
を
踏
み
入
れ

二
十
三
歳
の
時
、
結
婚
を
機
に
妻
の
実

家
の
設
備
会
社
を
継
ぎ
ま
し
た
。
し
か

し
、
異
業
種
の
管
工
事
は
、
一
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、

学
生
時
代
に
培
っ
た
経
験
を
ば
ね
に
、

現
在
で
は
管
工
事
に
関
す
る
資
格
も

多
く
取
得
し
、早
二
十
年
が
経
ち
ま
す
。

　

現
在
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
公

共
工
事
を
主
に
地
域
貢
献
に
邁
進
し

つ
つ
、こ
の
業
界
の
深
刻
な
人
材
不
足
・

若
手
の
担
い
手
確
保
の
一
貫
と
し
て
、

講
師
を
務
め
微
力
な
が
ら
業
界
の
魅

力
を
発
信
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を

目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

●
古
石　

美
音

       

平
成
28
年　

生
活
創
造
科
卒

M
isako H

air studio 

ス
タ
イ
リ
ス
ト

　

私
は
カ

ナ
ダ
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー

で
美
容
師

を
し
て
い

ま
す
。
高

校
卒
業
後
、
美
容
師
専
門
学
校
の
通

信
課
程
に
通
い
な
が
ら
、
地
元
の
美

容
室
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
学
ぶ
こ
と
の
多

い
毎
日
で
、
3
年
と
い
う
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
仕
事
に
慣
れ
、

後
輩
も
で
き
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
、
学
生
時
代

か
ら
興
味
の
あ
っ
た
海
外
に
視
線
を

向
け
ま
し
た
。
そ
し
て
仕
事
や
生
活

面
で
魅
力
的
な
カ
ナ
ダ
で
働
き
た
い

と
思
い
、
社
会
人
5
年
目
で
渡
航
し

ま
し
た
。
英
語
の
知
識
は
全
く
な
く
、

不
安
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
何
よ
り
も
高
校

時
代
の
友
人
の
存
在
が
大
き
く
、
電

話
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
カ
ナ
ダ
歴
2
年
が
過
ぎ
、

あ
と
数
年
は
滞
在
す
る
予
定
で
す
。

ま
だ
完
全
な
英
語
は
話
せ
ま
せ
ん
が
、

同
僚
や
友
人
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
他
国
で
の
暮
ら
し
も

経
験
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
常
に
夢
を
持
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
便
り

を
通
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

や
友
人
に
元
気
な
姿
が
届
き
ま
す
よ

う
に
。

●
三
国　

直
人

       

令
和
２
年　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
卒

　

私
は
高

校
時
代
、

ビ
ジ
ネ
ス

情
報
科
情

報
コ
ー
ス

に
在
籍
を

し
、
情
報
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
卒

業
後
、
専
門
的
な
経
営
や
情
報
を
学

ぶ
た
め
に
大
阪
の
摂
南
大
学
経
営
学

部
経
営
情
報
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

経
営
情
報
学
科
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ソ

フ
ト
な
ど
、
情
報
技
術
に
関
す
る
様
々

な
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の

知
識
や
ス
キ
ル
を
拡
大
で
き
る
た
め
、

情
報
技
術
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
楽

し
い
で
す
。

　

ま
た
、
先
日
、
社
会
調
査
士
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
社
会
調
査
士
は
、

企
業
や
団
体
、
政
府
な
ど
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、
様
々
な
社
会
調
査
を
行
う

専
門
家
で
す
。
調
査
対
象
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
収
集
や
分
析
を
行
い
、
報
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
資
格
で
す
。
社
会
調
査
士
の
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
就
職

活
動
に
も
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
ま

す
が
、
情
報
技
術
や
経
営
の
知
識
を

身
に
付
け
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り 　令和 5 年６月７日（5）

恩師 ・ 卒 業



部
活
動
紹
介

弓
道
部

　

弓
道
部
は
理
想
の
形
で

的
に
中
る
よ
う
に
日
々
稽

古
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
社

会
に
出
た
際
に
必
要
な
礼

儀
等
も
学
ん
で
い
ま
す
。

上
位
大
会
入
賞
を
目
指
し

て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

日
々
、
書
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
県
代
表
と
し

て
近
畿
総
合
文
化
祭
に
出

品
し
た
部
員
も
い
ま
す
。

地
域
か
ら
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
等
の
ご
依
頼
も
あ

り
、
活
躍
の
場
を
与
え
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

書
道
部

レ
ス
リ
ン
グ
部

　

こ
の
冬
場
に
取
り
組

ん
だ
筋
力
Ｕ
Ｐ
作
戦
が

成
功
し
て
2
年
生
を
中

心
に
身
体
が
一
回
り
大

き
く
成
長
し
ま
し
た
。

次
は
県
代
表
権
を
獲
得

し
、
全
国
の
舞
台
で
勝

て
る
チ
ー
ム
を
目
指
し

て
部
員
が
一
丸
と
な
り

挑
戦
し
ま
す
。

　

高
校
生
か
ら
始
め

た
初
心
者
ば
か
り
で

す
が
、
団
体
戦
で
の

勝
利
と
個
人
戦
で
の

３
回
戦
突
破
を
目
指

し
て
毎
日
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
激

し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
地

道
に
取
り
組
み
ま
す
。

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

国
際
交
流
活
動
部

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
テ
リ
ー
先

生
と
英
語
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
や
英
会
話
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
外
国
の

方
と
交
流
す
る
機
会
は

少
な
い
で
す
が
、
今
年

こ
そ
は
何
か
交
流
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

薬
用
植
物
「
コ
ウ
ギ

ク
」
を
中
心
に
生
産
し

て
い
ま
す
。
コ
ウ
ギ
ク

を
使
用
し
た
新
商
品
を

開
発
し
て
、
地
域
行
事

や
美
郷
小
学
校
と
交
流

し
て
、
コ
ウ
ギ
ク
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

栽
培
研
究
部

ボ
ー
ト
部

　

日
本
一
を
目
標
に
掲

げ
、
日
々
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
に
驕
る
こ
と
な

く
、
地
道
に
努
力
を
重
ね

優
勝
し
続
け
ら
れ
る
チ
ー

ム
を
目
指
し
ま
す
。
部
員

同
士
、
高
め
合
い
な
が
ら

心
身
共
に
成
長
で
き
る
部

活
で
す
。

工
業
研
究
部

　

高
校
生
ロ
ボ
コ
ン
全

国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
作
り
と
操
縦

の
練
習
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は

福
井
県
で
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
頑
張
り

ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部

　

昨
年
末
に
行
わ
れ
た
第

１
０
２
回
全
国
高
校
ラ
グ

ビ
ー
大
会
に
７
年
連
続
34

回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
常
に
全
国
に
目
を

向
け
て
、
日
々
、
厳
し
い

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
以
外
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
大

人
数
の
力
仕
事
が
必
要
で

し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

　
「
気
づ
き
、
考
え
、
行

動
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
校
内
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
周

り
を
見
て
行
動
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

誰
よ
り
も
重
い
バ
ー

ベ
ル
を
挙
げ
る
こ
と
を

競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

一
緒
に
力
持
ち
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
？
「
達
成

感
」
を
味
わ
う
に
は
最

高
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

若
狭
東
高
校
の
目
標
は

全
国
優
勝
で
す
！

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

少
な
い
人
数
で
は
あ
り
ま
す

が
、
県
ベ
ス
ト
８
を
目
指
し
、

週
５
日
間
の
練
習
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り　令和 5 年６月７日 （6）



男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

部
員
数
は
４
名
で
少

人
数
で
す
が
、
経
験
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
県
大
会
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男

子
は
、
２
年
生
９
名
、

１
年
生
３
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
後
を
団

体
戦
で
初
戦
突
破
、
個

人
戦
で
は
一
つ
で
も
勝

ち
進
む
こ
と
を
目
標
に

日
々
の
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

吹
奏
楽
部

　

現
在
、
２
年
生
２
名

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

先
生
方
や
卒
業
生
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
少
人

数
で
も
多
く
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
演
奏

が
で
き
る
よ
う
に
日
々

の
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
！

　

地
域
の
特
産
品
や
郷

土
料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
料
理
や
お
菓
子
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
り
、
高
齢

者
の
方
々
と
の
交
流
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

生
活
研
究
部

　

学
校
祭
の
お
茶
会
で
は
、
１

年
生
３
名
の
部
員
が
、
初
め
て

お
客
様
に
お
茶
を
点
て
て
出
し

ま
し
た
。
今
年
は
釜
を
使
っ
て

の
お
点
前
を
披
露
で
き
る
よ
う

に
、
日
々
の
活
動
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 茶

華
道
部

放
送
部

　

全
国
大
会
連
続
出
場
の
記
録

を
伸
ば
し
て
お
り
、
最
近
で
は

番
組
制
作
だ
け
で
な
く
ア
ナ
ウ

ン
ス
や
朗
読
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
放
送
部
で
は
、
地

域
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
、

日
々
「
伝
え
る
」
難
し
さ
と
楽

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
！ 

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

部
員
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
含
め
三
名
と

少
人
数
で
す
が
、
前
向

き
に
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
選
手
の
二

人
は
高
校
に
入
っ
て
競

技
を
始
め
ま
し
た
が
、

新
人
大
会
で
は
二
回
戦

を
突
破
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

嶺
南
完
全
制
覇
、
県
大

会
ベ
ス
ト
4
を
目
指
し
、

日
々
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
心
の
成
長

を
基
に
、
体
を
鍛
え
、
技

術
を
磨
く
！
」「Positive 

Challenge!

」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
部
員
全
員
で
明

る
く
元
気
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

若
狭
地
域
の
里
山
の
自
然
環

境
に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
農
業
ク
ラ
ブ

の
平
板
測
量
競
技
で
上
位
入
賞

を
目
指
し
て
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

地
域
研
究
部

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

　

先
輩
方
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、「
チ
ー

ム
・
個
人
の
成
長
」
を

目
標
に
、
経
験
者
も
未

経
験
者
も
、
楽
し
く
意

欲
的
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム

で
の
北
信
越
大
会
出
場

を
目
指
し
て
い
ま
す
！

陸
上
部

　

学
校
対
抗
で
の
入
賞
、
個

人
で
は
北
信
越
出
場
、
自
己

記
録
更
新
を
目
指
し
、
週
６

日
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

商
業
研
究
部

　

２
年
生
６
名
、
１
年

生
４
名
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

商
業
の
競
技
大
会
へ
の

出
場
を
目
指
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

上
位
検
定
の
取
得
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

卓
球
部

　

部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
目

標
を
も
っ
て
、
粘
り
強

く
練
習
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
技
術
・
精
神
面

と
も
に
日
々
成
長
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
大

会
で
発
揮
し
、
良
い
結

果
が
出
せ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り 　令和 5 年６月７日（7）



祝！祝！　　西本正俊�会長　福井県議会議長就任！西本正俊�会長　福井県議会議長就任！
副議長には�力野豊�参与副議長には�力野豊�参与

　先に行われた福井県議会５月臨時会において、第105代福井県議会議長に就任され
ました。さらに副議長に力野豊参与が就任されました。
　また、次の方々が各町議会議長ならびに副議長に就任されております。
　・若狭町議会 議長　　辻岡正和副会長　　・おおい町議会議長　　細川正博氏
　　　　　　同 副議長　増井文雄副会長
　同窓生が福井県や若狭各地域議会での中心的役割を担うことになりました。今後
のご活躍をお祈り申し上げます。

（令和５年５月15日現在）

若 狭 東 高 校 同 窓 会 だ よ り　令和 5 年６月７日 （8）

同窓会役員名簿
　　　　　　　　　　　 （敬称略）

会　長 西本　正俊
副会長 時岡　正晴

〃 大貫　喜久
〃 辻岡　正和
〃 奥井荘一郎
〃 増井　文雄
〃 嶌本　　均
〃 下野津久美
〃 木越　祥和
〃 上中雄一郎

参与 村上　利夫
〃 吉田伊三郎
〃 山口治太郎
〃 森下　　裕
〃 力野　　豊

敦賀市
敦賀支部 川南　政和

美浜町
南・北支部 武長　善明
耳支部 鳥羽　　学
東支部 石丸　祥司

若狭町
三方支部 坪田　安弘
三十三支部 井上　富夫
西田支部 西本　哲博
鳥羽支部 東　　幹夫
瓜生支部 坪内　明彦
三宅支部 三木　忠雄
熊川支部 杣　長治郎
野木支部 倉谷長太夫

小浜市
小浜支部 藤田　靖人
雲浜支部 森口　昌広
西津支部 塚本　徳生
内外海支部 野村　泰治
口名田支部 柚木　孝昭
中名田支部 片岡　直和
加斗支部 西尾　　彰
宮川支部 柴田　　享
松永支部 辻川　清和
遠敷支部 橋詰　善和
国富支部 藤田　武治
今富支部 仲井　宗男

おおい町
知三支部 早川　和夫
奥名田支部 今川　直樹
佐分利支部 柿本　憲彦
大島支部 寺本　清二
本郷支部 徳庄　継夫

高浜町
高浜支部 濱田　守好
和田支部 西野　仁貴
青郷支部 根井　　廣
内浦支部 宮本　博史

嶺　北
福井支部 青山　哲也

県　外
舞鶴支部 梅垣　健一
京滋支部 山口　良治

　同窓会だよりの発行事業について、たくさんの方から発行協力金をいただ
きました。皆様のご協力に厚くお礼申し上げます。

【収入】　協力金入金額　1,061,000円（入金件数　342件）
　　　　同窓会会計より　　88,000円
【支出】　発行作業経費　1,390,000円（発行部数　8,449部）

令和４年度　同窓会だより発行決算報告

令和５年度同窓会総会のお知らせ令和５年度同窓会総会のお知らせ

今年度は、下記のとおり開催する運びとなりました。皆様どうぞお誘い合
せの上、ぜひご出席くださいますようご案内申し上げます。

　期　　日	令和５年７月23日（日）
　時　　間	【総　会】10：45～
　　　　　	【懇親会】総会終了後に開催
　　　　　　　※10：20に美浜駅から会場までのバスが出ます。
　　　　　　　　また、懇親会終了後、14：15に美浜駅までのバスが出ます。

　会　　場	若狭美浜温泉　悠久乃碧　ホテル湾彩
	 　福井県三方郡美浜町久々子2ー5ー2
	 　℡0770ー32ー0001
　懇親会費	５，０００円
　申込方法	 	お近くの役員の方か、メールまたはファックス、

Googleフォームでお願いします。
　	 　メ ー ル　dousou@wakasahigashi-h.ed.jp
　	 　Ｆ Ａ Ｘ　0770ー56ー3763
　	 　申込〆切　７月７日（金）

※	お申込みいただく際は、お名前・ご住所・卒業年度・卒業学科・電話番
号と、〔総会〕出席か欠席、〔懇親会〕出席か欠席を明記してください。

Googleフォーム
QRコード


